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4 (582) 第176巻 第5･6号
す｡
しかし申すまでもないことですが,大学は外部め権力や勢力の介入を許して
はなりません｡大学は自治を守り,多様な独創的な研究としっかりした教育を
遂行することを通して社会に寄与することを目指さなければならないと思いま
す｡そのためには自由と余暇が不可欠であります｡学者のことをスカラーと申
しますけれども,それは余暇を持つ人という意味です｡もちろん私たちは優雅
に暇を楽しんで怠けたいなどとは思っておりません｡
それはともか､く学園の自由は社会における言論出版の自由,市民的自由に
よってしか支えられないということは申すまでもないことであります｡他方,
あまりにも今は多忙で,自由な研究がどこまでできているのか,自戒しなけれ
ばならないことも事実であります｡COEプログラムがどのような成果を上げ
るのかということも社会は注目をしているように思います｡
大学で仕事をしております私には,河上肇はこのようなことを考えさせる思
想家でありました｡ここにお集まりくださいました皆様にとって河上肇はどの
ようなことを考えさせる思想家でしょうか｡今はもちろん皆様のご意見を伺う
ことは叶いませんけれども,最後までこの記念すべき講演,中野先生と住谷先
生のお話をご堪能いただきますようにお願いいたします｡簡単ですが西村研究
科長に代わってのご挨拶といたします｡
河上肇記念会山口懇話会から
ひろし
加 藤 碩
ご紹介いただきました河上肇記念会山口懇話会 (略称山口河上会)の代表代
ひろし
行の加藤碩と申します｡代行となっておりますのは,実は初代の代表が立命館
ほそぎかともお
大学の教壇に立っておられました細迫朝夫先生でした｡先生が郷里の山口県に
お帰りになって,山口懇話会がスタートしたんですけれども,いまはお亡くな
りになりました｡その後の代表の方もつい 1週間ちょっと前にお亡くなりに
